
 

 

11月 1 日 (第 1例会)   
シェラトン都ホテル大阪 3階 志摩の間 

 
出 席 会 員 33名(内免除会員 8 名) 
会 員 総 数 42名(同上 14 名) 
ゲスト    0 名 
ビジター  0 名          

             計 33 名 
ホームクラブ出席率 91.66％ 

10月 18日(第 3例会)補正出席率 97.43％（MU4名） 

ゲスト＆ビジター(敬称略) 

 無し 

  

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     
 
 
 

本 日 の 例 会   11月 8日（第 2例会）     シェラトン都ホテル大阪 3 階 志摩の間 

●卓話「墓」                               田中浩之会員担当 

     墓の歴史や意味、知識など 

●食膳 ＜フランス 肉料理＞ 

 

次週のお知らせ   11月 15 日（第 3 例会）    シェラトン都ホテル大阪 3階 志摩の間 

●卓話「ACP（人生会議） Living Will（尊厳死の宣言書）の勧め」     内藤喬晧会員担当 

●食膳 ＜日本軽食 卵とじカツ丼＞ 

 

次々週のお知らせ   11 月 22日（第 4例会）    シェラトン都ホテル大阪 3 階 志摩の間 

●卓話「DXで失敗しないために」                失敗学会 理事 佐伯徹様 

(上敏郎会員担当) 

●第３回クラブフォーラム(クラブ奉仕) 13：30～14：00 シェラトン都ホテル大阪 3 階 志摩の間 

 

先 週 の 記 録  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 大奉仕の必要性 

私たちは、クラブ活動の土台となる 5つの奉仕部門を通じて、地 

域社会や海外での奉仕に力を注いでいます。 

クラブ奉仕は、会員同士の関係をはぐくみ、積極的な会員増強計 

画を実行して、活気あるクラブづくりを行うことです。 
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職業奉仕は、すべてのロータリアンが倫理と高潔さをもって仕事にあたり、職業の知識や 

       スキルを社会のニーズ解決のために進んで役立てることです。詳しくは、「職業奉仕入門」と 

「行動規範」をご参照ください。 

社会奉仕は、すべてのロータリアンが、地域の人びとの暮らしを豊かにし、より良い社会 

       づくりに貢献することです。詳しくは、「活動する地域社会：効果的なプロジェクトのための 

指針」をご参照ください。 

国際奉仕は、国際的なプロジェクトでボランティアをしたり、海外のパートナーとの協同 

活動を通じて、平和と相互理解を推進することです。 

青少年奉仕は、インターアクト、ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）、ロータ 

リー青少年交換などを通じて、青少年や若い世代の社会人がリーダーシップ能力を伸ばせるよ 

う支援することです。 

五大奉仕(部門)についての詳細な記載は「標準ロータリークラブ定款」をご覧ください。 

 

 

 

①地区より、国際大会の登録に関する案内が届いておりますので佐伯 

国際奉仕委員長に回付しております。 

②先日よりお願いしております、能登半島豪雨災害支援金ですが会員 

様よりお一人１０００円をご負担いただき、災害支援積立金より５ 

万円並びに社会奉仕委員会の予算から８千円支出し、合計１０万円 

を送金する事が本日の理事会で承認されました。 

 

 

 

 

・万博実行委員会 松田振興委員長 

 2025 年 4月開催する万博のご案内です。4 月 12日に前夜祭の食事 

会、4 月 13 日万博の開幕式ですが、本日にて、会員の皆様に E-mail 

で再発信しますので、ご確認下さいますようお願いいたします。 

 今回、姉妹クラブの台湾豊原北ロータリークラブも 20名ほどご参 

加する予定されています。ぜひ会員だけではなく、ご家族もお誘い 

のうえ、申し込んでご参加ください。 

 締め切りは 11 月 15日第三例会後となります。 

 

・青少年奉仕委員会 山本哲史副委員長 

                    11 月の RAC 例会は 11/18(月)、25(月)に開催予定です。詳細は 

RAC より連絡頂きましたらみなさまへメールにてご案内いたします。 

 

 

 

 

 

 

委員会報告

幹事報告



 

11月は ロータリー財団月間 

 

 

・野球部 三宅善太郎チーフ 

                    明日の試合は残念ながら雨天中止です。仕方ないので次週に向け 

て準備しましょう。 

 

 

 

 

 

・酒味の会 小原一眞キャプテン 

                    本日、第３回酒味の会を、予定通り中之島フェスティバルタワー 

２階のアラスカで行います。参加予定の皆様はよろしくお願い致し 

ます。 

 

 

 

 

 

 

「財団補助金活用の要件と留意事項」 

地区ロータリー財団委員会 山本智重委員 

                                (濱田由弘 R財団・米山奨学委員長担当) 

                   

【RID2660  2024-25年度 地区年次目標】 

今年度の地区年次目標のから特に財団と深く関連のある４点につ 

いて、改めて皆様と確認しておきたいと思います。 

 

①世界ポリオデーにポリオ根絶にちなんで 10/22 に RAC 中心のイベントを行いロータリーファ 

ミリー、RCと協働し、発信します 

②財団補助金(地区補助金・グローバル補助金)活動を実施し発信します 

③財団寄付目標 年次基金寄付$150 ポリオプラス基金寄付$50 恒久基金寄付$30 を達成します 

④RAC は、クラブ又は個人からの寄付合計$100 の財団寄付を達成します 

 

【RID2660 ロータリー財団委員会の活動方針】 

財団委員会には、５つの小委員会が其々の目的のための活動について発表致します 

ポリオプラス  ポリオ根絶について理解と協力を得られるように活動を行う 

資金推進 補助金の原資となる寄付金への理解と協力を得られるように活動を行う 

資金管理 補助金の適正活用に必要な情報を提供し、適正な補助金活用の管理を行う 

補助金 ロータリー財団の方針に基づきＤＤＦの活用を推進し補助金の公平な配分を行う 

奨学金 地区財団奨学生事業の広報を行い募集選考から留学終了まで奨学生のフォローを行う 

 

 

 

 

卓  話



「財団寄付の地区目標」 

年次基金寄付     一人当たり 150 ドル 

ポリオプラス基金寄付 一人当たり 50 ドル 

恒久基金寄付     一人当たり 30 ドル 

と言う地区目標になっております。 

 

恒久基金寄付の 30 ドルにつきましては、以前は 1クラブにお一人のベネファクターを輩出し 

ていただく形になっておりました。皆さまご存じのように、ベネファクターは一括でなくても 

トータルで 1000 ドルに達するご寄付を頂いた方の認証です。一昨年からは一人当たり 30 ドル 

と言う事で、お一人でご負担いただくのではなく、広く会員の皆様にご協力頂ければと言う事 

で地区目標に新たに追加となりました。 

 

3 つの寄付の目標金額を足すとトータルで 230 ドルとなります。年次基金寄付・ポリオプラ 

ス基金寄付・恒久基金寄付これら 3 つの寄付はそれぞれ使途が異なっております。 

年次基金寄付は 3年間運用された後、各クラブから申請された補助金の財源となります。 

 ポリオプラス基金寄付はポリオのみの財源となります。 

恒久基金寄付は元本の支出はせず、投資した収益が財源となります。 

目標を設定させていただいている限りは、目標達成したクラブと未達成のクラブに補助金額 

の差を設けさせていただいております。 

 

年次基金寄付は一人当たり 150 ドルを達成されたクラブには基本補助金を 100％支出させて 

いただております。一方、150 ドル未達成のクラブには寄付金額に応じて補助金額を減額させ 

ていただくと言う事で差を設けさせて頂いております。各クラブで奉仕活動を実施されるにあ 

たり、地区補助金を申請されると思います。 

１００％の地区補助金をお受け取りいただくには、前年度の年次基金寄付の寄付実績が反映 

されますので、必ず目標達成しているかをどうかご確認頂きながら年度末をお迎へ頂くように 

して頂ければと思います。 

 

【地区財団助金額】 

・プロジェクトの総額は 40万円以上であること。 

・クラブ負担額は、地区補助金申請額と同額以上となることです。 

（補助金の額） 

・人道奉仕、奨学金、職業研修に関する補助金は、20 万円～60 万円 

・人道的国際奉仕は、20万円～100 万円が限度額となります。 

 

尚、地区補助金を満額受領頂くためには、2020-21 年度の年次基金寄付の、普通寄付と特別 

       寄付の合計額が、1 人当たり平均 150 ㌦以上となっていることが要件となっております。 

 

尚、達成額 100 ㌦～149 ㌦の場合は 90%・・・。99㌦以下の場合は 80%となっております。 

財団補助金は、最終的には支援対象の自立を目指しています。無期限の継続的支援により、受 

益者が支援に期待・依存してしまうことを避ける必要があります。そのため、原則として複数 

 

 



  

 

年度にまたがる継続的支援は禁止。単年度での事業完了が求められます。 

（ハンドブック P９に掲載） 

 

最後に、本日のまとめとしまして 2660 地区全クラブが 

年次基金寄付     一人当たり 150 ドル 

ポリオプラス基金寄付 一人当たり 50 ドル 

恒久基金寄付     一人当たり 30 ドル 

の財団寄付目標達成すべく、ご理解とご協力を賜れればと存じます。 

 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

「新入会員自己紹介」            古川直樹新会員担当 

古川直樹（ふるかわ なおき、1981 年 6 月 19 日）、東大阪市長堂 

（旧：布施市）出身です。会社は 2 つあり、自身が代表社員のアド 

ユァト合同会社がホームページやシステム開発、AI 開発・サーバー 

やデータの復旧などを行っております。 

また自身が取締役をしている株式会社タヒボラボは、タヒボとい 

うブラジル原産の樹皮を利用した健康食品などの製造卸売を行って 

おります。 

城南ロータリークラブの入会の経緯といたしましては、野球部の城南ひょうたんずにオブザ 

ーブにて何度か参加させていただき暖かく受け入れていただいたことです。 

一番は監督の中尾先輩より「一緒に甲子園にいこう！」というお言葉にときめいてしまいま 

した。これが人生で最後の青春、すべてを投げ出しても得られるかわからない結果を自分自身 

が得るために、城南ひょうたんずの皆さんと、甲子園出場と何より優勝の頂を目指して修練し 

結果を得ていきます。 

また入会経緯からロータリアンとしてはまだまだ自覚も能力も足りない状態ではありますが、 

これから少しづつでも精進してまいりますので先輩諸兄の皆様方におかれましては、見守って 

いただきご指導いただけたらと考えております。 

それでは皆様、今後とも末永く何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

ホームクラブ連続              11 月誕生日お祝い 

100 回皆出席表彰                 宮田会員 

                     宮田会員 

 

 

 

 

例会風景



11月のロータリーレート 

１ドル＝153 円 

 

 

 

11 月 1 日（第 1 例会） 

・山本(智)会員 本日、地区財団委員会として卓話させて頂きます。宜しくお願い申し上げます。 

・濱田会員 ロータリー財団山本委員様、本日卓話よろしくお願い致します。 

・古川会員 卓話ではよろしくお願いします！ 

・三宅会員 古川さん、初の卓話楽しみにしております！ 

・南賀会員 山本智重さん、写真有難う。野球同好会用品購入お世話になります。 

・細川会員 １１月１１日が結婚記念日で、夜のお祝いに参加することが出来ませんので、 

 お気持ち、贈らせてもらいます。 

・細川会員 三宅さん、昨日は私たちを野球場に連れて行ってくださり、有難うございました。 

・佐伯会員 今朝、ベトナムから戻りました。体重２キロ増えました。理事会遅刻おわび。 

再来週は、バンコクに行きます。 

・土井会員 皆さま、お久しぶりです。学会シーズンに入り、３週連続で Zoom参加になり、 

失礼しました。本日皆さまにお会いできて、うれしく思います。 

 

本日のニコニコ合計：58,000円 

本年度ニコニコ累計（2024年 11月 1日現在）：884,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブの各種活動  

 

・11 月 1日(金)18 時より、19 名の会員の参加の下、中之島フェスティバルタワー２階の 

アラスカにて第３回酒味の会が行われました。 

内藤会員にご紹介いただいた素敵なレストランです。 

 

           

 

(編集担当 遠田・山本(哲)） 

ニコニコ箱


